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白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
札
幌
支
部
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
か
ら
同
窓
会
の
活
動

に
対
し
ま
し
て
は
、
一
方
な
ら
ぬ

ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
度
も
皆
様
方
の
お
陰
で

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
で
き
る
運

び
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
母
校
百
三
十

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
、

十
月
の
記
念
式
典
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
盛
会
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

皆
様
ご
存
じ
の
通
り
、
母
校
は

一
八
八
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）

に
函
館
尋
常
中
学
校
と
し
て
開

校
し
、
明
治
三
十
二
年
に
函
館
中

学
校
、
明
治
三
十
四
年
に
旧
制
中

学
校
と
し
て
北
海
道
庁
立
函
館

中
学
校
が
発
足
し
、
四
十
七
年

後
の
昭
和
二
十
三
年
に
北
海
道
立

函
館
高
等
学
校
（
私
の
在
学
中

の
学
生
帽
に
は
「
函
高
」
の
記
章

が
付
い
て
い
た
）
に
改
名
し
、
昭

和
二
十
五
年
か
ら
現
在
の
校
名
で

あ
る
北
海
道
函
館
中
部
高
等
学

校
に
な
り
七
十
五
年
目
に
な
り
ま

す
。
日
本
の
学
校
の
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
本
州
で
は
藩
校
か
ら
数

え
て
五
百
年
以
上
の
歴
史
を
有
す

る
公
立
高
校
は
相
当
数
存
在
し

て
お
り
、
宗
教
法
人
が
設
立
し
た

私
立
高
校
に
も
長
い
歴
史
を
も
つ

高
校
が
多
く
、
我
が
国
は
人
材
育

成
の
た
め
に
早
く
か
ら
教
育
に
力

を
注
い
で
い
た
先
人
の
知
恵
の
深

さ
に
改
め
て
敬
意
を
持
つ
次
第
で

す
。
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母
校
の
百
三
十
周
年
を
祝
し
て

札
幌
支
部
　
支
部
長

黒
　
田
　
信
　
彦

（
第
七
三
期
・
昭
和
四
十
六
年
卒
）

　

札
幌
支
部

で
は
今
年
度

の
総
会
が
八

月
二
十
九
日

に
開
催
さ
れ
、

講
師
と
し
て

北
大
名
誉
教

授
で
北
海
道

脳
神
経
外
科

記
念
病
院
の

名
誉
顧
問
で

あ
る
五
七
期

の
阿
部
弘
様

に
ご
講
演
を

頂
く
こ
と
で

準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

阿
部
先
生
は

北
大
に
初
め

て
脳
神
経
外

科
が
設
立
さ

れ
た
時
の
一

▲函館中部高等学校 外観

期
生
と
伺
っ
て
お
り
、
貴
重
な

お
話
を
お
聞
き
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
っ
て
当
支
部
の

幹
事
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
公

認
会
計
士
・
税
理
士
の
酒
井
純
様

か
ら
一
〇
〇
期
で
弁
護
士
の
綱
森

史
泰
様
に
交
替
し
ま
し
た
。
酒
井

様
に
は
長
き
に
わ
た
り
当
支
部
の

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
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白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
会
長

室
　
田
　
晴
　
康

（
第
七
五
期
・
昭
和
四
十
八
年
卒
）

創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
て

　

白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
札
幌
支
部

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。黒
田
支
部
長
を
は
じ
め
、皆

様
方
の
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
活

動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
お
り
ま
す
。函
館
も
最

近
は
猛
暑
日
が
続
い
て
お
り
、

ク
ー
ラ
ー
無
し
で
は
生
活
で
き

な
い
日
々
で
す
。イ
カ
の
漁
獲

量
も
不
良
で
、イ
カ
を
目
当
て

に
来
て
い
る
観
光
客
も
残
念

が
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

函
館
中
部
高
校
は
、明
治

二
十
八
年
四
月
一
日
、中
等
普

通
教
育
を
司
る
北
海
道
最
初
の

公
立
の
尋
常
中
学
校
と
し
て

誕
生
。明
治
三
十
二
年
中
学
校

令
の
改
正
に
よ
り
、函
館
中
学

校
と
改
称
、明
治
三
十
四
年
に

北
海
道
立
函
館
中
学
校
と
な

り
ま
し
た
。明
治
三
十
九
年
に

は
、元
町
校
舎
か
ら
現
在
地
に

校
舎
を
新
築
移
転
。大
正
二
年

函
館
中
学
校
同
窓
会
が
発
足
、

翌
年
創
立
二
十
周
年
を
挙
行
、

校
旗
制
定
と
校
歌
（
現
同
窓
会

歌
）選
定
。昭
和
二
十
三
年
に
新

学
制
実
施
に
伴
い
、北
海
道
立

函
館
高
等
学
校
と
改
称
。昭
和

二
十
五
年
函
館
市
内
公
立
高
校

の
統
廃
合
に
伴
い
、北
海
道
函

館
中
部
高
等
学
校
と
改
称
。小

学
区
制
男
女
共
学
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、函
館
中
部
高
校

は
今
年
創
立
百
三
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。記
念
事
業
と
し
て
十

月
十
八
日
午
前
九
時
よ
り
、大

泉
潤
函
館
市
長
に
よ
る
記
念
講

演
。十
一
時
よ
り
記
念
式
典
が

函
館
中
部
高
校
体
育
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
す
。学
校
体
育
館
と

い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は

あ
り
ま
す
が
、参
加
で
き
る
同

窓
生
は
当
日
直
接
学
校
へ
来
て

下
さ
い
。で
き
る
だ
け
多
く
の

同
窓
生
が
参
加
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
後
、会

場
を
ベ
ル
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
函
館

に
移
し
、午
後
一
時
三
十
分
よ

り
祝
賀
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

祝
賀
会
は
人
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、多
く
の
同
窓
生

の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

記
念
事
業
と
し
て
、百
三
十

周
年
記
念
誌
の
発
行
、在
校
生

の
為
の
学
校
教
育
環
境
整
備
。

同
窓
会
と
し
て
も
、学
校
側
と

し
て
も
以
前
よ
り
懸
案
で
お
り

ま
し
た
資
料
室
の
整
理
及
び
資

料
保
存
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。関

係
各
位
の
協
力
の
も
と
、明
治

か
ら
の
約
三
千
点
の
資
料
の
中

か
ら
選
ん
だ
、貴
重
な
資
料
・ ▲函館山からの夜景

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
札
幌
支
部
が
益
々
発

展
し
て
行
く
よ
う
役
員
一
同
努

力
を
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
同
窓
会
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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写
真
・
映
像
等
は
約
五
百
点
に

渡
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、函
館
丸
井
今
井
デ

パ
ー
ト
七
階
催
事
場
に
お
い

て
、特
別
展
示
会
を
七
月
十
九

日
よ
り
七
月
二
十
九
日
ま
で
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な

り
ま
し
た
。展
示
で
は
、明
治
・

大
正
・
昭
和
・
平
成
そ
し
て
令

和
と
続
く
学
校
の
歴
史
、戦
時

下
に
お
け
る
厳
し
い
教
育
環
境

や
戦
後
の
再
出
発
、そ
し
て
復

興
と
共
に
歩
ん
だ
学
校
生
活
の

変
遷
を
当
時
の
写
真
や
記
録
を

通
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

田
本
研
造
撮
影
の
校
舎
写
真
や

明
治
初
期
の
北
海
道
土
人
画
巻

き
、明
治
出
版
の
和
装
本
な
ど

貴
重
資
料
の
ほ
か
、函
中
生
一

番
の
思
い
で
あ
る
「
白
楊
祭
」

の
特
集
コ
ー
ナ
ー
、「
卒
業
ア
ル

バ
ム
」「
修
学
旅
行
」コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
て
お
り
ま
す
。七

月
十
九
日
に
は
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
私
と
清
水
校
長

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、続
い
て
書
道
部
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し

た
。同
時
に
函
館
中
部
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
と
称
し
て
、開
催
期

間
中
、ち
び
っ
子
書
道
教
室
、音

楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
、高
校
生
ポ

ス
タ
ー
研
究
発
表
、演
劇
部
に

よ
る
公
演
。映
像
・
写
真
・
作
品
・

白
楊
ヶ
丘
同
窓
会
東
京
支
部
長

松
　
永
　
　
　
久

（
第
八
一
期
　
昭
和
五
十
四
年
卒
）

東
京
支
部
だ
よ
り

　

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
、
今

年
度
よ
り
、
東
京
支
部
長
に
就

任
し
ま
し
た
、
八
一
期
の
松
永

久
（
ま
つ
な
が
・
ひ
さ
し
）
と

申
し
ま
す
。
九
年
間
東
京
支
部

長
を
務
め
ら
れ
た
白
川
前
支
部

長
（
現
顧
問
）
よ
り
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

札
幌
支
部
の
親
睦
大
会
に
は
、

コ
ロ
ナ
前
に
一
度
参
加
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若

い
世
代
の
皆
様
が
多
く
集
ま
っ

て
い
ら
し
て
、
と
て
も
活
気
が

あ
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
開
催
日
に
あ

い
に
く
社
用
が
あ
る
た
め
、
私

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の

同
期
で
八
一
期
の
渡
邊
副
支
部

長
が
出
席
し
ま
す
。
来
年
以
降
、

皆
様
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
東
京

支
部
の
活
動
に
つ
い
て
少
し
書

新
任
ご
挨
拶
と
東
京
支
部
の
活
動
に
つ
い
て

か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

東
京
支
部
の
主
な
活
動
は
、

こ
れ
ま
で
も
白
川
支
部
長
の
ご

挨
拶
で
書
か
せ
て
頂
い
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
①
会
報
発
行
、

②
親
睦
大
会
の
開
催
、
③
新
人

歓
迎
会
の
開
催
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ

り
、
若
い
世
代
の
皆
様
が
参
加

で
き
る
機
会
を
作
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
④
新
年
会
の
開
催
も

年
間
行
事
の
一
つ
と
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
会
報
に
つ
い

て
は
、
毎
年
八
月
下
旬
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
と
し

て
は
前
年
度
の
親
睦
大
会
の
様

子
、
同
窓
会
活
動
報
告
、
中
部

卒
業
後
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て

ご
紹
介
す
る
「
函
・
中
・
人
（
か

ん
ち
ゅ
う
じ
ん
）」
な
ど
で
す
。

　

こ
の
会
報
で
す
が
、
一
昨
年

度
か
ら
、
卒
業
生
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
現
在
の
中
部
高
校
の

学
生
の
皆
様
の
活
躍
に
も
焦
点

を
当
て
、
全
国
・
全
道
大
会
で

活
躍
し
て
い
る
部
活
動
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

の
各
部
活
動
紹
介
致
し
ま
す
。

　

本
校
の
歩
み
は
、函
館
市
の

歴
史
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
お

り
、地
域
と
共
に
育
っ
て
き
た

軌
跡
で
も
あ
り
ま
す
。今
回
の

展
示
が
、「
函
館
の
ま
ち
」の
記

憶
を
た
ど
る
機
会
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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す
。
一
昨
年
度
は
、
夏
の
甲
子

園
で
、
十
年
ぶ
り
に
南
北
海
道

大
会
に
進
出
し
た
野
球
部
を
、

昨
年
度
は
全
国
大
会
で
二
作
品

が
優
良
賞
を
受
賞
し
た
放
送

局
、
三
十
年
ぶ
り
に
全
道
大
会

に
進
出
し
た
女
子
バ
レ
ー
部
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
時
取

材
し
た
放
送
局
の
一
人
が
、
今

年
卒
業
し
て
東
京
の
大
学
に
進

学
さ
れ
、
先
日
開
催
し
た
新
人

歓
迎
会
に
出
席
さ
れ
る
な
ど
、

中
部
高
校
と
の
繋
が
り
も
徐
々

に
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
文
部

科
学
省
が
指
定
す
る
、
先
進
的

な
理
数
系
教
育
を
通
じ
た
国

際
的
な
科
学
技
術
人
材
の
育

成
を
目
指
す
制
度
で
、
全
国

で
二
百
三
十
校
が
対
象
）。
出

所
：https://w

w
w

.jst.go.jp/
cpse/ssh/　

国
立
研
究
開
発

法
人 
科
学
技
術
振
興
機
構
次

世
代
人
材
育
成
事
業
の
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
よ
り
）
の
指
定
校
と
し

て
、
積
極
的
な
研
究
活
動
を
展

開
し
て
い
る
科
学
部
と
、
令
和

七
年
度
の
総
文
祭
香
川
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
た
二
年
生
を
含

む
書
道
部
の
二
つ
の
部
活
動
に

焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
併

せ
、
東
京
支
部
の
会
報
の
配
布

を
全
校
生
徒
に
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
幸
い
、
本
校
の
清
水

校
長
先
生
は
八
六
期
の
ご
卒
業

で
あ
り
、
し
か
も
東
京
支
部
の

新
し
い
取
り
組
み
に
関
し
て
ご

理
解
を
頂
き
、
取
材
と
配
布
等

に
対
し
多
大
な
ご
理
解
・
ご
支

援
を
頂
い
て
い
ま
す
。
東
京
支

部
と
し
て
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
長
年
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
、
若
い
期
の
皆
様

が
よ
り
多
く
参
加
し
て
頂
け
る

き
っ
か
け
を
で
き
る
だ
け
多
く

作
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
上
記
の
④
で
書
か

せ
て
頂
い
た
「
新
年
会
の
開

催
」
を
昨
年
度
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
急
な
決
定
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
参
加
者
は
十
名
程
度

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
函
館

東
高
校
（
青
雲
同
窓
会
）
の
東

京
支
部
で
は
、
新
年
会
が
定
番

の
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
若
手

の
皆
様
の
参
加
も
結
構
あ
る
と

お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
最
初
か
ら
成
功

を
収
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
継
続

し
て
開
催
す
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て

頂
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
、

八
七
期
の
皆
様
が
中
心
に
な

り
、
高
尾
山
登
山
を
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
白
川

前
支
部
長
を
中
心
に
ゴ
ル
フ
大

会
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
ご

報
告
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の

札
幌
支
部
の
会
報
で
さ
せ
て
頂

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
年
度
の
取
り
組
み
の

目
玉
は
、
東
京
支
部
の
サ
イ
ト

を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
こ
と
で
す
。
八
月
一
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
ま

し
た
の
で
、
是
非
ア
ク
セ
ス

し
て
み
て
く
だ
さ
い(https://

kanchu.tokyo/

）。
ま
た
、
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、

サ
イ
ト
の
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
化
を

実
現
し
、Ｐ
Ｃ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
ご
使
用

機
器
に
関
わ
ら
ず
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

▲▼2025 東京新人歓迎会の様子
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創
立
１
３
０
周
年

　

  

『
未
来
へ
つ
な
ぐ
白
楊
魂
』

北
海
道
函
館
中
部
高
等
学
校
長

清
　
水
　
信
　
彦

　

日
頃
よ
り
、
黒
田
信
彦
支
部

長
様
を
は
じ
め
白
楊
ケ
丘
同
窓

会
札
幌
支
部
の
皆
様
に
は
、
本

創
立
百
三
十
周
年

記
念
事
業

１
　

本
年
度
は
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
母
体
と
な
り
設
立
さ
れ
た

協
賛
会
の
も
と
で
、
表
題
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
創
立
百
三
十
周
年

記
念
事
業
が
行
わ
れ
る
年
と
な

り
ま
す
。
昨
年
九
月
よ
り
整

理
さ
れ
た
本
校
の
資
料
保
存
室

が
見
事
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
ま
た
本
年
七
月
の
上
旬
に

は
白
楊
祭
、
下
旬
に
は
丸
井
今

井
函
館
店
に
て
本
校
の
資
料
特

別
展
示
会
及
び
中
部
高
校
生
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
会
を
開
催

し
、
本
校
の
歴
史
と
現
役
生
の

活
躍
を
一
般
の
方
々
に
観
て
い

た
だ
き
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
十
月
十
八
日
に

は
創
立
百
三
十
周
年
の
栄
え
あ

る
母
校
の
歴
史
を
祝
う
記
念
講

演
、
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
挙

行
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
出
席
の
中
で
盛

大
に
開
催
し
、
新
た
な
発
展
に
つ

な
げ
る
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と

▲八幡坂

は
開
校
百
三
十
年
を
迎
え
ま

す
。
先
日
函
館
商
業
高
校
の
東

京
支
部
の
親
睦
大
会
に
参
加
し

た
と
こ
ろ
、
函
館
商
業
高
校
は

来
年
で
開
校
百
四
十
年
と
の
こ

と
で
す
。
長
年
積
み
重
ね
て
き

た
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
良
い

機
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京

支
部
で
も
、
来
年
度
は
、
第
五

十
回
の
記
念
大
会
を
開
催
し
ま

す
（
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
第
四
十
四
回
大
会
は
中
止

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）
第
一

回
の
親
睦
大
会
は
、
一
九
七
七

年
（
昭
和
五
十
二
年
）
十
一
月

二
十
二
日
に
三
百
六
十
六
名
の

卒
業
生
の
皆
様
が
集
っ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
回
大

会
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
再
現
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
多
く
の
会
員
の

皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、

札
幌
支
部
の
皆
様
で
、
来
年
度

の
親
睦
大
会
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
し
た
ら
、
是
非
ご
一
報
下
さ

い
。心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
東
京
支
部
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

校
の
振
興
と
教
育
活
動
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

校
に
赴
任
し
て
三
年
目
と
な
り

ま
し
た
が
、
私
自
身
八
六
期
生
の

同
窓
会
の
一
員
で
す
の
で
、
校
長

と
し
て
母
校
に
赴
任
で
き
た
こ

と
に
喜
び
と
光
栄
に
感
じ
な
が

ら
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
道
内
有
数
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
名
門
函
中
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
、
学
校
の
近
況
等
を
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
六
年
度

(

二
〇
二
四
年
度)

卒
業
生
の
進
路
状
況

３
　

こ
の
三
月
に
卒
業
し
た
全
日

制
五
ク
ラ
ス
百
九
十
五
名
の
大

学
受
験
等
の
合
格
者
数
は
、
国

公
立
大
学
が
延
べ
百
三
十
三
名

（
合
格
率
68
・
２
％
）、
私
立
大

学
延
べ
百
八
十
二
名
、
大
学
校

二
名
、
海
外
大
学
一
名
、
専
修

学
校
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
国
公
立
大
学
の
内
訳

は
、
東
京
大
学
三
年
連
続
現
役

合
格
一
名
、
京
都
大
学
三
名
、

大
阪
大
学
三
名
、
東
北
大
学

健
闘
光
る
部
局
活
動

４
　

部
局
活
動
に
つ
い
て
は
、

全
校
生
徒
の
加
入
率
が
全
日

制
約
九
十
％
、
定
時
制
約
五

十
％
の
中
、
全
日
制
が
陸
上

競
技
部
、
テ
ニ
ス
部
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
卓
球
部
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
、
剣
道
部
、
弓

道
部
、
囲
碁
将
棋
部
、
放
送

▲金森赤レンガ倉庫

学
校
教
育
目
標
の
改

定
（
理
数
科
設
置
四

年
目
・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定

校
第
Ⅰ
期
六
年
目
）

２
　

全
日
制
・
定
時
制
と
も
に
今

年
度
は
学
校
教
育
目
標
を
改
定

し
、
ぜ
ひ
中
部
高
校
生
に
は
率

先
し
て
次
代
の
社
会
を
創
り
出

す
主
体
者
と
し
て
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
を
大
目
標
に
掲
げ

ま
し
た
。
付
随
し
た
目
標
に

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要

な
「
自
主
、
協
働
、
創
造
」
の

力
の
育
成
を
目
指
す
形
に
改
定

し
、
達
成
に
向
け
た
最
先
端
の

教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
日
制
に
お
い
て
設
置
四
年

目
を
迎
え
た
理
数
科
で
は
、
理

科
・
数
学
の
専
門
性
を
追
究
す

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
人
材
を
育

成
し
、
ま
た
文
部
科
学
省
の｢

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）｣

の
指
定

強
く
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
第
Ⅱ

期
申
請
に
向
け
た
経
過
措
置
一

年
目
の
第
Ⅰ
期
六
年
目
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
活
動
を
と

お
し
て
、
全
校
生
徒
が
自
ら

が
問
い
を
立
て
、
そ
の
問
い

を
解
決
す
る
た
め
に
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
探
究
的
な
学
び

を
深
め
、
世
界
で
活
躍
で
き

る
科
学
系
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

八
名
、
北
海

道
大
学
十
四

名
、
名
古
屋

大
一
名
の
旧

帝
大
合
格
者

計
三
十
名
を

は
じ
め
、
医

学
部
医
学
科

四
名
、
筑
波

大
二
名
な
ど

難
関
国
公
立

大
学
に
多
く

の
合
格
者
を

輩
出
し
て
い

ま
す
。
私
立

大
学
に
お
い
て
も
、
早
稲
田
、

慶
応
、
明
治
、
法
政
、
立
教
、

中
央
、
青
山
学
院
な
ど
首
都
圏

の
大
学
に
多
数
の
合
格
者
を
出

し
、
中
部
高
校
生
の
頑
張
り
と

実
績
は
北
海
道
内
に
お
い
て
も

か
な
り
順
位
を
上
げ
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
時

制
の
卒
業
生
一
ク
ラ
ス
十
二
名

は
、
国
公
立
大
学
へ
三
年
連
続

現
役
合
格
と
な
る
一
名
を
は
じ

め
進
学
・
就
職
決
定
率
百
％
と

な
り
ま
し
た
。

局
、
書
道
部
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英

語
・
国
際
交
流
）
部
、
科
学

部
、
水
泳
、
定
時
制
が
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
、
卓
球
部
と
数

多
く
の
部
局
が
全
道
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
、
そ
の
中

で
も
全
日
制
の
陸
上
競
技
部
、

放
送
局
、
書
道
部
、
科
学
部
、

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
、
定
時
制
の
卓
球

部
に
つ
い
て
は
、
全
国
大
会

の
出
場
権
を
獲
得
す
る
活
躍

を
み
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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▲立待岬

　　　　　 ２０２４年度　収支計算書

白楊ヶ丘同窓会札幌支部	 自　2024年4月 1日
	 至　2025年3月31日

収　入　の　部
科　　目 金　　額 摘　　要

前 年 度 繰 越 金 898,862
年 会 費 156,000 @2,000円 78名

総 会 懇 親 会 費 145,000 @5,000円 29名　@3,000円 0名　@1,000円 0名

寄 附 金 収 入 304,000 42名
雑 収 入 30,000 総会祝儀等
預 金 利 息 80 郵便貯金
当 期 収 入 合 計 635,080
収 入 合 計 1,533,942

支　出　の　部
科　　目 金　　額 摘　　要

総 会 懇 親 会 費 145,000 会場関係費
講 演 会 費 0 講師旅費・宿泊費・謝礼
印 刷 費 296,208 白楊ヶ丘札幌、総会通知、年会費払込票等印刷費
ホームページ管理費 13,789
通 信 費 128,084 総会通知、支部報、発送費等
旅 費 交 通 費 50,000 本部・他支部総会参加旅費、その他交通費
会 議 費 49,940 役員・幹事会費
事 務 費 660 文具・消耗品費
振 替 手 数 料 25,834 郵便振替手数料
雑 費 12,530 本部・他支部祝儀・その他雑支出
当 期 支 出 合 計 722,045
下 期 繰 越 金 811,897 内訳財産目録のとおり
支 出 合 計 1,533,942

財　産　目　録
種　　類 金　　額 摘　　要

現 金 148
振 替 口 座 6,242
郵 便 貯 金 805,507
合 計 811,897

　

上
記
の
他
に
も
、
英
語
教

育
の
取
組
と
し
て
海
外
六
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
短
期
留

学
制
度
や
医
進
類
型
の
研
究

指
定
事
業
に
よ
り
医
学
部
を

目
指
す
生
徒
の
た
め
の
教
育

体
制
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
進

化
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
創

立
百
三
十
周
年
を
迎
え
た
本

校
は
、
こ
れ
ま
で
も
函
中
ス

ピ
リ
ッ
ト｢

白
楊
魂｣

で
創

り
上
げ
て
き
た
函
中
生
の
輝

か
し
い
伝
統
を
未
来
へ
つ
な

ぎ
、
社
会
の
動
向
や
未
来
を

見
据
え
た
最
先
端
の
教
育
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

新
た
な
次
代
を
創
造
す
る
人

材
を
育
む
生
徒
主
体
の
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
白
楊
ケ
丘
同
窓
会
札
幌

支
部
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
原
稿
を
校
正
し
て
い
る
８
月
中

旬
、
北
海
道
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
の
審
判
業
務
の
た
め
、
函
館
ア
リ
ー

ナ
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
函

館
を
訪
れ
る
の
は
数
年
ぶ
り
で
す
。
二

○
二
一
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ

ラ
ソ
ン
競
技
を
札
幌
で
開
催
す
る
と
の

こ
と
で
、
人
混
み
を
避
け
る
よ
う
に
函

館
を
訪
れ
て
以
来
で
す
。
あ
の
時
は

函
館
も
気
温
三
十
四
度
と
蒸
し
暑
く
、

ク
ー
ラ
ー
の
な
い
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
で

大
変
な
想
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
記
憶
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
も
、
今

年
の
滞
在
期
間
は
過
ご
し
や
す
く
、
時

よ
り
吹
く
風
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
ま
し

た
。
い
つ
も
は
Ｊ
Ｒ
か
飛
行
機
で
函
館

に
移
動
す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
時
間

も
あ
っ
た
の
で
学
生
の
時
ぶ
り
に
高
速

バ
ス
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
乗
車
時

間
五
時
間
半
と
聞
く
と
や
や
敬
遠
し
た

く
な
り
ま
す
が
、
様
々
な
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
の
乗
車
で
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
次
も
高
速
バ
ス
か
と
な
る
と
疑

問
符
が
つ
き
ま
す
が
、
時
間
に
追
わ
れ

て
い
る
自
分
自
身
の
生
き
方
を
問
い
直

す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な

こ
と
は
、
や
は
り
イ
カ
の
刺
身
を
満
足

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
も
う
食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
山

盛
り
に
な
っ
た
イ
カ
刺
を
朝
食
で
食
べ

て
い
た
幼
少
期
を
羨
ま
し
く
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
一
〇
四
期　

中
村
大
輔
）

函
館
中
部
高
等
学
校
校
歌

　

作
詞　

函
館
中
部
高
等
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

原　

直　

樹

　

作
曲　

函
館
中
部
高
等
学
校
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　

酒　

井　

武　

雄

一
、
火
柱
の
は
た
め
く
峰
も

　
　

年
古
り
て
緑
の
臥
牛

　
　

宇
賀
の
浦
風
の
砂
山

　
　

波
よ
せ
て
く
ず
れ
流
る
る

　
　

見
よ
や
物
な
べ
て
う
つ
ろ
ふ

　
　

窮
み
な
し
流
転
の
相

二
、
北
の
国
雪
深
け
れ
ど

　
　

そ
の
底
に
は
草
は
芽
ぐ
め
り

　
　

野
山
荒
れ
鳥
潜
め
ど
も

　
　

や
が
て
来
ん
春
の
光
に

　
　

万
象
の
蘇
る
見
よ

　
　

こ
こ
に
あ
り
不
滅
の
生
命

三
、
白
楊
の
さ
や
め
く
丘
辺

　
　

秋
深
き
梢
仰
げ
ば

　
　

冴
え
渡
る
銀
河
の
彼
方

　
　

幽
け
く
ぞ
星
雲
燃
ゆ
る

　
　

胸
に
満
つ
久
遠
の
思
ひ

　
　

遙
か
な
り
真
理
の
彼
岸

四
、
限
り
な
き
流
転
の
中
に

　
　

生
命
あ
り
不
壊
の
学
び
舎

　
　

聞
け
や
今
窓
の
外
遠
く

　
　

新
潮
の
入
り
く
る
ひ
び
き

　
　

よ
し
さ
ら
ば
若
人
わ
れ
ら

　
　

踏
ま
ん
か
な
希
望
の
門
途

函
館
中
学
校
校
歌（

同
窓
会
歌
）

　

作
詞　

第
二
高
等
学
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

土　

井　

晩　

翠

　

作
曲　

東
京
音
楽
学
校
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

野　

貞　

一

一
、
玄
冥
の
北
の
一
道

　
　

関
門
の
岸
に
臨
み
て

　
　

青
春
の
薫
に
し
る
く

　
　

基
お
く
育
英
の
場

二
、
集
い
寄
る
千
余
の
子
弟

　
　

人
生
の
花
の
綻
び

　
　

身
を
鍛
へ
心
を
練
り
て

　
　

向
上
の
一
路
を
辿
る

三
、
宇
賀
の
浦
万
頃
の
水

　
　

駒
が
岳
千
仞
の
山

　
　

微
を
積
み
て
高
き
に
至
り

　
　

滴
よ
り
空
を
も
ひ
た
す

四
、
形
あ
る
無
言
の
教

　
　

仰
げ
我
が
紅
顔
の
子
等

　
　

業
成
ら
ば
双
の
方
の
上

　
　

興
国
の
運
も
負
へ
か
し

五
、
母
校
の
名
子
弟
の
誉

　
　

花
と
香
と
常
に
伴
ふ

　
　

任
重
く
道
の
遠
き
を

　
　

嗚
呼
健
児
勉
め
ざ
ら
め
や

編

集

後

記

白楊ヶ丘同窓会札幌支部　第42回定期総会・懇親会

講演会 「 医療に国境はない 」
昭和11年4月8日 函館市生まれ

令和７年８月２９日（金）午後６時／ホテルノースシティ

  講演者 阿部   弘 氏

（主な経歴等）

北海道大学名誉教授　
北海道脳神経外科記念病院名誉顧問　
医学博士

学　　歴
昭和36年 3月　北海道大学医学部医学科 卒業
昭和41年 6月　北海道大学大学院医学研究科博士課程 修了

職　　歴
昭和41年 5月　北海道大学医学部脳神経外科 助手
昭和42年 7月　釧路労災病院 部長
昭和43年 7月　北海道大学医学部脳神経外科 講師
昭和44年 6月　米国オハイオ州立大学　留学
昭和46年12月　北海道大学医学部脳神経外科 講師
昭和48年 4月　北海道大学医学部脳神経外科 助教授
昭和59年 4月　北海道大学医学部脳神経外科 教授
平成 7年 4月　北海道大学医学部附属病院 病院長 併任
平成 9年 4月　北海道大学医学部附属病院 病院長 退任
平成12年 3月　定年退官 北海道大学名誉教授

平成12年 4月　医療法人渓仁会 顧問
平成13年 4月　北海道医療大学 教授
平成16年 5月　医療法人輪生会朝里病院 院長
平成18年 4月　医療法人秀友会札幌秀友会病院 
　　　　　　　名誉院長
平成29年 7月　医療法人社団研仁会北海道脳神経
　　　　　　　外科記念病院 名誉顧問


